
「新聞記者から上智大学に

　　　　　移っての4年間」

講師：奥山俊宏先生

文学部新聞学科教授

（元朝日新聞記者）

文学部新聞学科教授となった

元朝日新聞記者の奥山俊宏先生

（1989年東⼤⼯卒、同新聞研究所修了）は、
4年前までの33年間、多くの事件や事故の現場を
取材、一貫して報道の最前線で大活躍。中でも

田中角栄逮捕の「秘密解除ロッキード事件」や「東電・

福島第一原発事故」等の報道では抜きんでた手腕を発揮し、

新しいジャーナリズムの「調査報道のお手本」を示したと高く

評価され、「司馬遼太郎賞」や「日本記者クラブ賞」など数々の

栄誉賞を受賞。

上智大学教授に移られて、自ら編集長となってユニークなウエブメディア

「Atta！」を開設し、ジャーナリズムを学ぶ学生有志の教育・育成にも貢献して
おります。メディアに関わる人、少しでも興味や関心のある人は、奥山教授のご

講話必見で～す。

なお、2026年4⽉28⽇発売の最新刊は 『兵庫県告発文書問題―なぜ⽇本を揺る
がすのか』（岩波書店）。

2026年4⽉25⽇（⼟）

【参加費】

マスコミ・ソフィア会時局講演会

講演会：無料
懇親会：1000円（学⽣無料）

【会場】

contact@cumsophia.jp

【講師紹介】

―Z世代と探る
　SNS時代のジャーナリズム―

講演会：14時〜15時30分
　　　　（質疑応答含む）

懇親会：15時30分〜17時

上智大学6号館6階
ソフィアンズクラブ
       会議室AB

【お申込み・お問合せ】

     （定時総会後）


